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Abbreviated Injury Scale (AIS)，Injury Severity Score (ISS)について調査し 
た .対応のない t検定を使用して，顎顔面骨折のある患者とない患者の年齢と受傷 
歯数を比較した.カイニ乗検定を使用して，これら2 つのグループ間の受傷部位の 
分布を比較した.マンホイットニー検定を使用して，これら2 つのグループ間の




(備 考 ） 1 . 論 文 内 容 要 旨 は 、研 究 の 目 的 •方 法 •結 果 •考 察 •結 論 の 順 に 記 載 し 、 2 千字 
程 度 で タ イ プ 等 を 用 い て 印 字 す る こ と 。
2 . ※ 印 の 欄 に は 記 入 し な い こ と 。
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別紙様式 3 の 2 (課程博士，論文博士共用)
(続紙）
結果：
患者 94名 （男 性 62名，女 性 32名，26.1±17.3歳）について分析を行った.20名 
の患者(21.3%)に顎顔面骨折を認め，下顎骨骨折が最も多かった（16名）.ロジステ 
ィック回帰分析では，年龄 のみが顎顔面骨折受傷の独立した予測因子であることが 
示 さ れ た （オッズ比，1.03; P= . 025). トータルヒューマンモデルを使用したコン 
















ミーゼス応力の最大値はそれぞれ82. 3MPaと84. 7MPaであった.以前の報告では，大 
腿骨の破壊応力は104-120 MPa以内であり、腰骨および腓骨の破壊応力は104-125 
MPa以内であることが示唆されている.したがって，ほとんどの皮質骨では，骨折の 








スクに対する意識を高め，セーフガ ー ドやヘルメットを使用した安全討策を推進す 
る教育など，より強力な傷害防止戦略が必要と思われた.
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(博 士 論 ^K の 結 剃 要 旨 ）
本 ^文 で は 、自転車事敗による顯顔面外傷の現状を明らかにし、コンピューターシミュレーシ 
ョンにより額顔面肩折の凳生メカニス'ムを解明するとともに、顎顔面骨折の発生要因を明らかに 
して、その予防のための効果的な介入徒について検討し、以下の点を明らかにした。
1 ） 滋賀瞬斗大学厮斗口腔外科を受診した自転車乗員の願顔面外傷例94例のうち、 面に認め 
られたのが3例 （ 3% )、中 緬 が ・ （67%)、下 獅 が 28例 (29% )であった。
2) 鞭牙の損傷を伴うことが79例 (80.9% )と 多 ぐ 特 に 上 下 顯 前 衝 の 損 緬 度 が ^か っ た 。
3) 顎 緬 骨 折 は 20例 (21.3%)で 認 め られ下額骨骨折が16例と最も多ぐ伸:部の骨折が13 




6) 中顔面、下顔面を保護するためのフェイスガード装着や、受傷時にかかる外力を 減らすため 
のスピード抑制などの交通安^[育の摘售が必要である。
本論文は、自転車賴の額緬外傷について新たな知見を与えたものであり、ま た 最 蹴 験 と  
して論文内容に関連した試問を実施したところ合格と判断されたので、博 士 （医学）の学位論文 
に値するものと認められた。
(598文字）
(令和3年 1月 25日)
